
子
ど
も
に
多
い
デ
ン
グ
熱

看
病
は
母
が
背
負
う
国
も

　
　
　
　
　
　
　

　
首
都
圏
の
公
園
が
次
々
と
閉
鎖
さ
れ

た
、２
０
１
４
年
の
デ
ン
グ
熱
流
行
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
記
憶
に
新
し
い
だ

ろ
う
。
デ
ン
グ
熱
は
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
り
引
き
起
こ
さ
れ
る
感
染
症
。
開

発
途
上
国
に
集
中
し
、
採
算
が
取
り
づ

ら
い
な
ど
の
理
由
で
医
薬
品
の
開
発
が

進
ま
な
い「
顧
み
ら
れ
な
い
熱
帯
病（
Ｎ

Ｔ
Ｄ
ｓ
）」
の
一
つ
だ
。
世
界
保
健
機

関
に
よ
る
と
、
世
界
で
の
感
染
者
数
は

年
間
１
億
人
近
く
に
も
及
ぶ
と
さ
れ
る
。

　「
デ
ン
グ
熱
を
引
き
起
こ
す
デ
ン
グ

ウ
イ
ル
ス
の
血
清
型
に
は
４
種
類
あ
り

ま
す
が
、
一
度
で
も
か
か
っ
た
型
に
は

免
疫
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
多
く

の
大
人
は
免
疫
を
持
っ
て
い
て
か
か
り

づ
ら
く
、
患
者
は
主
に
子
ど
も
で
す
」。

千
葉
県
の
株
式
会
社
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ

ル
研
究
所
の
宮
崎
功
代
表
取
締
役
は
、

そ
う
説
明
す
る
。

　
ま
れ
に
重
篤
な
デ
ン
グ
出
血
熱
を
起

こ
す
こ
と
も
あ
る
が
、
基
本
的
な
症
状

は
高
熱
と
痛
み
だ
け
で
命
に
関
わ
る
こ

と
は
少
な
い
の
が
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
特
徴
だ
。
と
は
い
え
、
英
語

で
は
俗
に
「
骨
砕
き
熱
」
と
呼
ば
れ
る

ほ
ど
強
い
痛
み
が
あ
り
、
そ
の
激
し
さ

は
時
に
患
者
が
の
た
打
ち
回
る
ほ
ど
だ

と
い
う
。

　
宮
崎
さ
ん
は
、「
高
熱
と
痛
み
に
苦

し
ん
で
い
る
子
ど
も
の
面
倒
を
見
る
の

は
、
多
く
の
国
で
母
親
の
役
割
で
す
。

し
か
し
、
途
上
国
で
は
女
性
が
日
銭
を

稼
い
で
家
族
の
生
活
を
支
え
て
い
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
母
親
が
子

ど
も
の
看
病
に
時
間
を
取
ら
れ
る
た

め
、
社
会
全
体
で
の
経
済
活
動
が
停
滞

す
る
こ
と
に
加
え
、
生
活
費
が
枯
渇
し

て
貧
困
に
苦
し
む
家
庭
も
少
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
」
と
言
う
。
途
上
国
に
と
っ

て
、
デ
ン
グ
熱
の
感
染
拡
大
防
止
は
、

衛
生
面
は
も
ち
ろ
ん
、
経
済
的
に
も
差

し
迫
っ
た
課
題
な
の
だ
。

　
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
食
い
止
め
る

に
は
、
ウ
イ
ル
ス
を
運
ぶ

蚊
を
駆
除
す
る
こ
と
が
重

要
だ
。
１
９
５
０
年
代
に

デ
ン
グ
出
血
熱
に
よ
る
死

者
が
出
た
国
の
一
つ
、
タ

イ
で
は
、
デ
ン
グ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
を
撲
滅
し
た
い

と
い
う
意
識
が
当
局
で
も

強
く
、
発
生
が
確
認
さ
れ

次
第
、
す
ぐ
に
駆
除
チ
ー

ム
を
派
遣
す
る
シ
ス
テ
ム

が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。

　
問
題
は
、デ
ン
グ
ウ
イ

ル
ス
の
感
染
検
査
の
精
度

が
低
く
、
確
定
に
数
日

が
必
要
な
こ
と
だ
。

　
確
定
診
断
を
待
っ
て
い
て
は
感
染
が

拡
大
す
る
可
能
性
が
高
い
た
め
、
現
在

で
は
デ
ン
グ
熱
の
疑
い
が
出
た
時
点
で

駆
除
チ
ー
ム
を
派
遣
し
て
い
る
。

　
短
時
間
で
確
実
に
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス

感
染
の
有
無
が
診
断
で
き
れ
ば
、
駆
除

チ
ー
ム
の
派
遣
が
よ
り
効
率
的
に
な

る
。
宮
崎
さ
ん
は
、
そ
の
た
め
に
自
社

で
開
発
し
た
デ
ン
グ
ウ
イ
ル
ス
の
簡
易

検
査
キ
ッ
ト
を
役
立
て
た
い
と
考
え

た
。現
在
は
タ
イ
の
保
健
省
と
協
力
し
、

簡
易
検
査
キ
ッ
ト
「
ラ
ピ
デ
ン
グ
・
エ

ー
ジ
ー
」
を
使
用
し
た
全
国
レ
ベ
ル
の

検
査
・
駆
除
体
制
確
立
を
目
指
し
て
い

る
。

　
一
方
、
同
じ
く
タ
イ
の
マ
ヒ
ド
ン
大

学
熱
帯
医
学
部
と
は
、
検
査
キ
ッ
ト
の

精
度
向
上
な
ど
の
共
同
研
究
を
行
い
、

検
査
技
術
を
供
与
し
て
い
る
。「
こ
の

と
こ
ろ
、
日
本
で
も
毎
年
２
０
０
例
以

上
の
デ
ン
グ
熱
患
者
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
は
デ
ン
グ
熱
だ
と
確
定
診

断
さ
れ
た
患
者
の
数
で
す
か
ら
、
実
際

に
は
10
倍
以
上
の
人
が
感
染
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
も
患
者

数
は
少
な
く
、
研
究
を
す
る
の
は
難
し

い
の
で
す
」。
タ
イ
で
の
感
染
者
は
通

常
、
年
間
５
〜
６
万
人
だ
が
、
３
〜
４

年
に
１
回
は
10
万
人
以
上
の
感
染
者
が

出
る
流
行
期
が
あ
る
。
デ
ン
グ
熱
と
の

戦
い
の
最
前
線
と
も
言
え
る
タ
イ
で
研

究
を
進
め
る
こ
と
が
、
検
査
キ
ッ
ト
の

改
善
に
は
不
可
欠
だ
。

　
宮
崎
さ
ん
が
日
本
で
研
究
を
行
っ
て

蚊
の
駆
除
が
感
染
防
止
の
鍵

よ
り
確
実
な
駆
除
活
動
へ

い
る
の
は
、
千
葉
大
学
医

学
部
の
キ
ャ
ン
パ
ス
内
に

あ
る
中
小
企
業
基
盤
整
備

機
構
の
千
葉
大
亥
鼻
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
プ
ラ
ザ
。
多

く
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が

入
居
す
る
、
産
学
連
携
の

拠
点
だ
。
１
都
３
県
に
２

０
０
校
超
の
大
学
が
集
ま

る
学
問
の
府
の
強
み
が
、
こ

こ
で
生
か
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
崎
さ
ん
に
は
夢
が
あ

る
。
デ
ン
グ
熱
や
そ
の
他

の
熱
帯
病
を
含
む
、
主
要

な
感
染
症
の
一
括
検
査
キ

ッ
ト
の
作
成
だ
。「
今
の

検
査
キ
ッ
ト
で
は
、
医
者

が
こ
の
病
気
を
検
査
す
る
と
決
め
た
も

の
し
か
検
査
で
き
ま
せ
ん
。
も
し
、
基

本
的
な
病
気
に
つ
い
て
一
括
で
検
査
で

き
る
よ
う
に
な
れ
ば
、
早
く
診
断
で
き

ま
す
し
、
万
が
一
の
見
落
と
し
も
減
り

ま
す
」
と
宮
崎
さ
ん
は
強
調
す
る
。

　
デ
ン
グ
熱
ワ
ク
チ
ン
は
昨
年
、
よ
う

や
く
世
界
初
の
市
販
に
こ
ぎ
つ
け
、
治

療
薬
も
で
き
つ
つ
あ
る
。そ
の
一
方
で
、

デ
ン
グ
熱
と
同
じ
フ
ラ
ビ
ウ
イ
ル
ス
科

の
ジ
カ
熱
な
ど
、
対
策
の
立
ち
遅
れ
て

い
る
熱
帯
病
は
ま
だ
数
多
く
残
さ
れ
て

い
る
。
感
染
症
に
関
す
る
日
本
と
開
発

途
上
国
の
知
見
の
共
有
は
、
開
発
途
上

国
に
お
け
る
対
策
に
役
立
つ
だ
け
で
な

く
、
国
境
を
越
え
て
日
本
に
侵
入
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
感
染
症
へ
の
備
え
に
も
つ

な
が
る
。

マヒドン大学のスタッフと宮崎さん（前列左から２人目）。熱帯病の対策に、流
行国の協力は欠かせない

タイの小児科病棟で

バイオメディカル研究所が
製作した、デング熱の迅速
検査キット

特集 地域の宝
おらがまちの世界一

2014年夏、日本でも話題になったデング熱。
東南アジアや南米、アフリカなど、一年中蚊がいる地域では、
常に感染の危険がある。日本の最先端医療技術が、
蚊の効率的な駆除の下支えを目指す。

迅速診断で
効率よい感染防止

人の移動が増える中、熱
帯病は日本にとっても他人
ごとではなくなりつつある

関
東
の宝

デングウイルスの
迅速検査技術

い
の
は
な
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